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中国茶はもともと薬としてつかわていた。疲れ取ったり、気分をすっきりさせ

たりする効果があるとされ、リューマチのいたみをやわらげるぬり薬としても

高く評価されていた．嗜好品として飲まれるようになったのはい３世紀以降で

ある。唐の時代になると広く栽培されるようになり、生産量が飛躍的に増加し

た。現在、中国の茶の生産量は、世界の３分の１近くを占めている。 

 

中国茶は、発酵の進み方によって香りや色が異なり、緑茶、紅茶、ウーロン茶

などいくつかの種類に分けられる。すべての茶もとといわれているのが緑茶で、

現在では中国各地でその土地独自の品種が育っている。 

 

ジャスミン茶は茶に花の香りをつけた「花茶」の代表である。ジャスミンのほ

かに、キンモクセイの香りをつけた茶もある。ウーロン茶は福建省が産地とし

て知られている。日本で中国茶として最も有名なのがウーロン茶で、よく飲ま

れているが、中国は必ずしもだれもが飲んでいるわけではない。雲南省が産地

のプーアル茶は独特な香りが特徴で、体内の脂肪を流す効果がある。また血液

中のコレステロールを減らして血液の循環を良くするとも言われている。 

 

日本をはじめヨーロッパ，中東に至るまで、茶はすべで中国から伝えられた。

中国茶は、すべでの茶ルーツだといっても過言ではない。茶 という言葉の音

がそれを示している．日本語では「茶」を中国と同じ「チャ」と発音する。こ

の「チャ」は、ほかにも、ヒンディー語、アラビア語、トルコ語、ロシア語、

ポルトがル語、などに入った。福建地方で話される福建語の「テ」はオランダ

語，英語、フランス語などの言語に入って, 「ティ」あるいは「テ」となった。 

 

ところで、日本に茶が伝わったのは８世紀ごろといわれるが、そのころはもっ

ぱら薬として用いられた。本格的に飲まれるようになったのは、１２世紀末の

ことである。 


